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平成 28 年３月期 通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

当社が平成 27 年５月８日に公表いたしました平成 28 年３月期（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月

31 日）の連結業績予想と本日公表の実績値において差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１.平成 28 年３月期連結業績予想と実績値との差異（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 

 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 予 想 （ Ａ ） 
百万円

101,000 

百万円

5,000 

百万円

5,300 

百万円 

2,700 

円 銭

45.07 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 90,589 5,084 4,931 2,482 41.41 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △10,410 84 △368 △217  

増 減 率 （ ％ ） △10.3 1.7 △6.9 △8.1  

(ご参考)前期実績 

(平成 27 年３月期) 
91,938 3,652 4,062 1,900 31.74 

   
 
 
 
２. 差異が生じた理由 

国内の建材・建装材、電材及び自動車の各市場において、総じて本格的な受注の回復にはいたらず

売上が低迷し、食品包材事業においても、個人消費の伸び悩みやレジャー・外食産業の需要期の天候

不順により売上が低調に推移したことに加え、国内外における原材料価格の下落に伴う製品価格調整

の売上高への影響も大きく、業績予想を下回る結果となりました。 

 

 

 

 

以 上 


